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構造改革の実施ならびに業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

これまで当社は、富山新店の開業を中核とした中期経営計画を基に、さまざまな収益改善に関する取

組みを行ってまいりました。 

しかしながら、当社の平成２１年２月期の個別決算では、創業以来初の営業損失を計上し、更に今期

の業績においても当初の計画を下回る見込みとなりました。 

当社といたしましては、来期からの営業利益黒字化と将来に亘る安定的収益基盤の確立を図るため、

収益構造の抜本的改善、主力店舗である香林坊店・富山店への投資等をはじめとした構造改革を実行し、

次なる成長戦略の礎を築いていくことといたしました。 

そのため、厳しさが一段と増す今後の市場環境を見据えると、現在の７店舗体制の維持は困難である

と判断し、構造改革の一環として新潟店､長岡店､上越店､小松店の営業を終了することといたしました。 

これに伴い、本日開催の取締役会において下記の通り決議いたしましたのでお知らせいたします。 

  上記４店舗が営業終了に至りますことを深くお詫び申し上げますとともに、これまでのお客様をはじ

めとした関係各位のご愛顧・ご支援に、心より感謝申し上げます。 

 

記 

 

１．構造改革の実施について 

 

 （１）店舗閉鎖について 

       新潟店においては市場環境の変化による業績低迷に対し、品揃えの再構築と徹底した効率化 

     により収益改善に取組んでまいりましたが、業績の回復は極めて困難と判断いたしました。 

       また、長岡店、上越店、小松店においても経費削減など収益改善に取組んでまいりましたが、 

     近年の市場環境の急激な変化の影響もあり、現状および今後においてもお客様のご要望に対応 

     していくことが困難と判断いたしました。 

       新潟地区の長岡店、上越店については平成２２年４月末日（予定）、新潟店は平成２２年６月 

     末日（予定）。また、石川地区の小松店についても平成２２年６月末日（予定）に営業を終了す 

     ることといたしました。 

       この間、地域のお客様から賜わりましたご厚情に心より感謝申し上げます。 

        尚、閉店店舗のその後の対応につきましては地元の皆様のご意見も参考に検討調整を進めて  

       まいる所存でございます。 
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（２）店舗閉鎖の概要 

店舗名 大和新潟店 大和長岡店 

所在地 新潟市中央区古町通り 7番町 952 番地 長岡市大手通り 2丁目 3番地 1 

沿革 昭和１２年開業の万代百貨店を経て 

昭和１８年に当社新潟店となる 

昭和３３年開店 

店長 取締役  北村秀明 谷内 健 

売場面積 20,930 ㎡ 5,185 ㎡ 

売上高 8,071 百万円 2,675 百万円 

従業員数 ２０４名（平成 21 年 2 月末） ７０名（平成 21 年 2 月末） 

 

店舗名 大和上越店 大和小松店 

所在地 上越市本町 4丁目 4番 8号 小松市土居原町 10 番地 10 

沿革 昭和５０年開店 平成１０年開店 

店長 北村嘉介 中田健治 

売場面積 6,472 ㎡ 14,170 ㎡ 

売上高 2,667 百万円 3,471 百万円 

従業員数 ６９名（平成 21 年 2 月末） ７５名（平成 21 年 2 月末） 

（注）売上高は、平成 21 年 2月期実績値。 

 

（３）店舗閉鎖日 

長岡店、上越店： 平成２２年４月末日（予定） 

新潟店        ： 平成２２年６月末日（予定） 

小松店        ： 平成２２年６月末日（予定） 

上記日程は、予定日であり閉鎖日は変更する場合もあります。 

 

 

２．希望退職者特別優遇措置による退職者の募集について 

 

（１）退職者募集を行うに至った経緯 

 上記店舗を閉鎖することに伴い、人員の再配置と最適化を図るため、全社で希望退職者優遇措置に

よる退職者の募集を行うことといたしました。 

 

（２）退職者募集の内容 

     募集対象者  全従業員 

     募集人員   約４７０名（予定） 

     募集期間   平成２１年１２月上旬から平成２２年１月下旬（予定） 

     退職日    業務の引継ぎ状況を考慮し、平成２２年２月以降で複数回に分けて設定予定 

     優遇措置   会社都合退職金に一定の割増額を加算した金額の支給等を予定 

 

３．構造改革の実施が損益に与える影響額 

① 店舗閉鎖により、平成２２年２月期に､店舗閉鎖に係る損失 約４５億円を特別損失に計上 

    する予定であります。 

② 希望退職募集は、従業員の自由意思によるものであることから、現在のところ人員及び金額 

       は未確定でありますが、予定の退職募集人員に達した場合は、特別退職金の発生等により、 

       平成２２年２月期に約９億円の特別損失の計上が見込まれます。 
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４．今後の構造改革について 

 

当社は、従来の７店舗体制から３店舗体制へ移行する構造改革と併せ、抜本的な収益構造の改革を推

進していく所存です。 

店舗収益構造の改革、販管費の圧縮を通じて、次年度からの営業利益の安定的な獲得を目指すため、

３店舗体制への集中を徹底させるなど、下記の５項目を基本方針として、長期的なグループの安定成長

につなげたいと考えています。 

 

    ① ３店舗への設備投資による魅力度向上 

・ ３店舗の継続的なリニューアル、設備投資の実行により、店舗施設の魅力度を向上させ

ます。 

・ 特に、旗艦店である香林坊店については、過年度に一旦凍結しておりました設備投資を

解除する方向で検討しております。 

② 売場の再編成 

・ 生活者視点で、ライフスタイルの変化に対応した、商品の品揃え・情報発信・サービス

を機動的に実現するとともに、新機軸の売場づくりにも挑戦します。 

③ コスト構造の改革 

・ 取り巻く環境変化に対し、従来の枠組みに捉われない業務の革新を通じて、コスト構造

の改革を行います。 

④ 人材の育成・強化 

・ 当社の競争力の源泉である、サービス力・接遇力を更に強化していくため、お客様のご 

   要望に応えられる人材の育成・強化を図ります。 

    ⑤  組織改革 

・ 上記項目達成に向け、全社に亘る抜本的な組織改革を実施します。 

 

当社は、各施策を次年度以降、段階的に実施することにより、生活者の変化に対応し、市場競争に打

ち勝つ「新時代に適応する百貨店」を目指します。 
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５．業績予想の修正について   

  

   （１）平成 22 年 2 月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年 3月 1日～平成 22 年 2 月 28 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） ７１，３００ ２１０ ８０ １０ 0 円 36 銭

今回修正予想（Ｂ） ６９，１００ △９３０ △５２０ △８，５６０ △304 円 46 銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２，２００ △１，１４０ △６００ △８，５７０ －

増 減 率（ ％ ） △３．１ － － － －

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 21 年 2 月期） 
７７，５１１ △９９５ △９１９ △２，８４４ △100 円 95 銭

  

   （２）平成 22 年 2 月期 通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年 3月 1日～平成 22 年 2 月 28 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） ６７，０００ ４５０ １８０ １００ 3 円 56 銭

今回修正予想（Ｂ） ６５，０００ △７００ △５１０ △８，４３０ △299 円 83 銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２，０００ △１，１５０ △６９０ △８，５３０ －

増 減 率（ ％ ） △３．０ － － － －

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 21 年 2 月期） 
７２，３１８ △７６５ △８４８ △２，５４０ △90 円 16 銭

 

 （３）通期業績予想修正の理由 

 （連結） 

   主に個別業績予想の修正に伴うものであります。 

 

 （個別） 

     売上高につきましては、前回発表の業績予想の範囲内でありますが、雇用情勢や所得環境の

悪化から、当地域の消費動向も厳しい推移を余儀なくされ、予想を下回る見込みとなりました。 
     収益面では、販売管理費の一層の削減に努めてまいりましたが、売上高減少の影響により営

業利益および経常利益につきましても、予想を下回る見込みとなりました。 
当期純利益につきましては、店舗閉鎖に係る特別損失約４５億円、希望退職に係る特別損失約

９億円の計上などの影響もあり、予想を下回る見込みとなりました。 
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６．配当予想の修正について 

 
  （１）配当予想修正の理由 

     平成２２年２月期の配当予想につきましては、平成２１年７月１４日の第１四半期決算発表

時では、第２四半期末を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を３円、期末を基準日とする

剰余金の配当（期末配当）を３円とさせていただいておりましたが、上記の業績予想の修正を

踏まえ、誠に遺憾ではございますが、中間配当、期末配当とも無配とさせていただきます。 

 

  （２）修正の内容 

 １株当たり配当金（円） 

基 準 日 第２四半期末 期 末 年 間 

前 回 予 想  ３円００銭 ６円００銭 

今 回 修 正 予 想  ０円００銭 ０円００銭 

当 期 実 績 ０円００銭   

前 期 実 績 

（平成 21 年 2 月期） 
３円００銭 ３円００銭 ６円００銭 

 
 

以 上 
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